




















































表現に該当する例として採取さ たもの 「 以説」のみで、メタ的な使用は「 以」に固有の用法であることが認められる。中国語では、認定・判断に関わ 発話行為を表示する場合におけ可能のメタ的な用法と、現実世界の行為の実現性を表す用法が区別して捉えられており、こうした区別によ 可能形式 使い分けが見られる。一方、日本語における可能形式は 区別せずそのどちらをもカバーする点において中国語と 対照的である。本発表は、日本語の可能形式に ける 用法 異なりの存在が中国語との対照によって示されることを指摘した。これに加え、「ト言エル」と「可以説」の用法の若干の比較分析を、人文系学術論文の対訳資料を用いた両者の対応状況の観察に基づき行っ
た。（
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